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１
．
は
じ
め
に

貴
志
川
線
は
、
環
境
面
、
社
会
面
、
経
済
面

に
お
い
て
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
・
影
響
を

及
ぼ
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す

る
、「
宝
」
と
も
言
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
沿

線
住
民
が
そ
の
価
値
に
気
づ
き
、
存
続
・
活
性

化
に
向
け
て
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
、
そ

の
よ
う
な
積
極
的
な
住
民
活
動
に
触
発
さ
れ
た

自
治
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
、
鉄
道
事

業
者
が
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
と
安
全

確
実
な
運
行
で
応
え
た
か
ら
こ
そ
、
貴
志
川
線

は
地
方
鉄
道
再
生
の
成
功
モ
デ
ル
と
の
評
価
を

受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
貴
志
川
線
モ
デ
ル
の

形
成
に
直
接
的
に
関
わ
っ
て
き
た
住
民
、
自
治

体
、
事
業
者
の
詳
細
や
、
貴
志
川
線
の
経
営
状

況
等
に
つ
い
て
は
、
本
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
、
拙※

１

稿
を
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
本
稿
で
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
貴
志
川
線
が

「
宝
」
と
し
て
の
輝
き
を
保
ち
続
け
る
た
め
の

方
策
を
考
え
て
み
た
い
。

２
．
地
域
経
済
社
会
の
衰
退
と
貴
志
川
線

和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
は
、
和
歌
山
市
と
紀

の
川
市
を
結
ぶ
14
・
３
㎞
の
鉄
道
路
線
で
あ

る
。
貴
志
川
線
沿
線
で
は
近
年
小
規
模
な
住
宅

開
発
が
各
所
で
進
み
、
人
口
の
増
加
が
見
ら
れ

る
が
、
両
市
全
体
で
は
人
口
の
減
少
と
経
済
社

会
の
衰
退
が
顕
著
で
あ
る
。

起
点
側
の
和
歌
山
市
は
か
つ
て
、
日
本
有
数

の
都
市
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
紀
州
徳
川

御
三
家
55
万
５
千
石
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄

し
、
明
治
に
な
っ
て
も
１
８
９
３
（
明
治
26
）

年
時
点
で
全
国
17
位
の
人
口
を
有
し
、
18
位
の

岡
山
市
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
約
80
年

後
の
１
９
７
０
年
に
お
い
て
も
、
和
歌
山
市
の

人
口
は
全
国
28
位
で
、
26
位
の
岡
山
市
に
比
肩

す
る
規
模
を
維
持
し
て
い
た
。
和
歌
山
市
は
約

２
１
０
㎢
の
市
域
に
３
社
７
路
線
31
駅
も
の
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
擁
す
る
が
、
こ
れ
は
過
去

の
栄
光
の
証
左
と
も
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
岡
山
市
が
山
陽

新
幹
線
や
瀬
戸
大
橋
の
開
通
も
あ
っ
て
大
き
く

発
展
し
、
２
０
１
０
年
現
在
、
全
国
20
位
の
人

口
を
有
す
る
政
令
指
定
都
市
と
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
和
歌
山
市
は
坂
を
転
げ
落
ち
る
よ
う

に
人
口
順
位
を
落
と
し
て
い
っ
た
。
２
０
１
０

年
現
在
、
和
歌
山
市
の
人
口
は
全
国
55
位
に
ま

で
転
落
し
て
お
り
、
国
勢
調
査
上
の
ピ
ー
ク
で

あ
る
１
９
８
５
年
比
で
約
８
％
の
人
口
減
少
を

み
て
い
る※

２

。
英
文
の
著
名
な
旅
行
ガ
イ
ド

「Lonely Planet JA
PA

N
」
を
開
く
と
、
和

歌
山
市
は
中
規
模
都
市
で
は
な
く
「Sm

all 
City

」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、
市
中
心
部
の
寂
れ
切
っ
た
様
子
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
率
直
な
評
価
を
受
け
る
の
も

致
し
方
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
中
、
和
歌
山
市
は
２
０
０
９
年

３
月
策
定
の
第
４
次
長
期
総
合
計
画
に
お
い

て
、
都
市
構
造
形
成
の
基
本
方
針
と
し
て
多
核

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
掲
げ
、
核
相
互
を
公

共
交
通
や
道
路
交
通
で
連
絡
す
る
と
い
う
姿
を

描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
核
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
自
動
車
の
た
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め
の
道
路
整
備
に
重
き
を
置
く
よ
り
も
、
７
路

線
31
駅
と
い
う
比
較
的
恵
ま
れ
た
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク※

３

を
最
大
限
に
活
用
す
る
方
が
、
財
政
面

に
お
い
て
現
実
的
な
方
向
で
あ
ろ
う
し
、
実
現

ま
で
の
期
間
も
短
縮
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
駅
周
辺
に
お
い
て
徹
底
し
た
交
通
静

穏
化
施
策
を
行
う
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
快

適
に
歩
い
て
暮
ら
せ
る
状
況
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
も
望
ま
れ
る
。
駅
を
中
心
と
し
た
歩
い
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

外
遊
び
で
き
る
ま
ち
で
も
あ
り
、
高
齢
者
が
道

端
で
ゆ
っ
く
り
休
め
る
ま
ち
で
も
あ
り
、
地
域

住
民
が
道
端
で
世
間
話
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ま
ち

に
は
、
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共

同
体
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識
）
が
生
ま

れ
、
誰
に
と
っ
て
も
居
心
地
の
良
い
、
心
底
く

つ
ろ
げ
る
居
間
の
よ
う
な
ま
ち
と
な
る
の
で
は

な
い
か※

４

。
利
便
性
を
高
め
た
鉄
道
で
結
ば
れ
た

そ
の
よ
う
な
ま
ち
は
、
一
つ
一
つ
は
小
さ
く
て

も
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
「
小※

５

町
」
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

鉄
道
を
軸
と
し
た
多
核
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
実
現
の
鍵
を
握
る
の
は
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
鉄
道
等
の
公
共
交
通
機
関

の
役
割
に
対
す
る
理
解
の
深
度
化
で
あ
り
、
そ

れ
を
背
景
と
し
た
公
共
交
通
へ
の
外
部
補
助
の

投
入
拡
大
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
．
道
路
整
備
の
進
展
や
自
動
車
の

　
　
進
化
と
貴
志
川
線

貴
志
川
線
の
沿
線
で
は
、
複
数
の
都
市
計
画

道
路
が
整
備
事
業
中
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は

２
０
１
５
年
の
和
歌
山
国
体
開
催
ま
で
の
供
用

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
貴
志
川
線
に
は
、
１
９ 

９
６
年
と
２
０
０
１
年
の
道
路
開
通
を
受
け
て

利
用
客
数
を
大
幅
に
落
と
し
た
歴
史
が
あ
り
、

そ
の
再
現
が
懸
念
さ
れ
る
。

自
動
車
台
数
の
増
加
が
進
む
中
で
あ
れ
ば
、

「
渋
滞
対
策
の
た
め
の
道
路
整
備
が
自
動
車
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
結
果
と
し
て
自
動
車
交

通
量
が
増
加
し
て
渋
滞
に
戻
る
」
と
い
う
元
の

木
阿
弥
的
な
図
式
も
想
定
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
既
に
和
歌
山
市
と
紀
の
川
市
で
は

２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
自
動
車
台
数
の

減
少
が
始
ま
っ
て
お
り※

６

、
沿
線
道
路
の
整
備
が

渋
滞
緩
和
へ
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
直
結
し
や
す

い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
は
、
政
府
が
本
年
６
月
に
策
定
し

た
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
」

に
は
、
信
号
等
の
技
術
革
新
に
よ
る
大
幅
な
渋

滞
緩
和
の
工
程
表
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
も
対
自
家
用
車
で
の
貴
志
川
線
の
優
位
性
に

と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

仮
に
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
貴
志
川
線
存
続
の

費
用
対
効
果
分
析
を
行
え
ば
、
利
用
者
便
益

（
貴
志
川
線
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
移
動
時
間
の

節
約
等
）
や
環
境
等
改
善
便
益
（
貴
志
川
線
が

あ
る
こ
と
で
道
路
混
雑
が
抑
制
さ
れ
る
等
）
は

ど
の
よ
う
な
数
値
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

今
後
は
環
境
面
に
お
い
て
も
、
自
動
車
利
用

に
対
す
る
貴
志
川
線
利
用
の
優
位
が
揺
ら
ぐ
可

能
性
が
大
き
い
。
第
一
に
、
沿
線
道
路
混
雑
の

緩
和
は
燃
費
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
自
動
車
由

来
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
減
少
に
寄
与
す

大池遊園の大池に架かる鉄橋を渡る「いちご電車」
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る
。
そ
の
上
、
わ
が
国
で
は
交
通
由
来
の
地
球

温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向
け
、
自
動
車
単

体
対
策
、
交
通
流
対
策
等
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
自
動
車
単
体
対
策
の
一
つ
で
あ

る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
普
及
状
況

（
電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
天

然
ガ
ス
自
動
車
の
合
計
）
は
、
２
０
１
１
年
３

月
末
現
在
で
約
１
４
７
・
５
万
台
で
あ
り
、
対

２
０
０
１
年
３
月
末
比
で
約
23
・
８
倍
に
増
え

て
い
る
。
２
０
０
９
年
３
月
末
で
は
約
58
・

２
万
台
で
あ
っ
た※

７

こ
と
か
ら
、
近
年
の
急
激
な

普
及
状
況
が
分
か
る
。
１
人
１
㎞
当
た
り
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
に
お
い
て
、
２
０
１
０
年
度

現
在
で
は
お
お
む
ね
鉄
道
：
自
家
用
乗
用
車
＝

１
：
９
で
あ
る
が
、
日
進
月
歩
で
進
む
自
動
車

分
野
で
の
環
境
対
策
を
受
け
て
そ
の
差
は
縮
小

し
、「
鉄
道
は
環
境
に
優
し
い
」
と
の
主
張
が

通
り
に
く
い
状
況
が
生
じ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

道
路
の
安
全
性
も
今
後
大
き
く
向
上
す
る
。

２
０
１
２
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
対

１
９
９
２
年（
近
年
の
ピ
ー
ク
）比
で
０・
53
の

４
４
１
１
人
、
同
年
の
交
通
事
故
負
傷
者
数
も

対
１
９
９
２
年
比
で
０
・
71
の
82
万
５
３
９
６

人
で
あ
る※

８

。
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
）
の
発
達
に
よ
り
、
先
進
安
全
自
動
車
な

ど
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
自
動
車
の
開
発
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
政
府
の
「
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
」
に
は
、

２
０
１
８
年
ま
で
に
交
通
事
故
死
者
数
を
年

２
５
０
０
人
以
下
と
す
る
工
程
表
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
１
億
走
行
㎞
当

た
り
の
死
傷
者
数
は
鉄
道
が
56
・
８
人
、
自
動

車
が
１
２
８・８
人
（
２
０
１
０
年
度
）
で
あ
り※

９

、

そ
の
差
は
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鉄

道
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
中
、
体
力
的
に

限
界
の
あ
る
地
方
鉄
道
事
業
者
に
安
全
性
の
維

持
・
向
上
の
た
め
の
投
資
を
依
存
し
続
け
れ
ば
、

鉄
道
の
安
全
性
と
信
頼
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ

る
結
果
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
路
整
備
の
さ
ら
な
る
進

展
と
自
動
車
の
進
化
に
よ
っ
て
、
環
境
面
・
安

全
面
・
所
要
時
間
節
約
や
渋
滞
緩
和
の
面
な
ど

で
の
貴
志
川
線
の
優
位
性
に
は
下
落
の
圧
力
が

か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
道
路
の
渋
滞
緩

和
や
道
路
交
通
事
故
の
撲
滅
は
地
域
社
会
の
悲

願
で
あ
り
、
ま
た
自
動
車
由
来
の
地
球
温
暖
化

対
策
は
全
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

対
策
が
進
む
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
貴
志
川
線
が
地

域
社
会
に
及
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
が
忘
れ
去

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
人
と
環
境
へ
の
優

し
さ
の
徹
底
的
な
追
求
は
も
と
よ
り
、
貴
志
川

線
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
積
極
開
催
等
に
よ
る
「
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
」
の
向
上
、
鉄
道
関
連
の

景
観
の
向
上
に
よ
る
「
間
接
利
用
効
果
」
の
さ

ら
な
る
獲
得₁₀

※

を
は
じ
め
、
各
種
の
対
策
を
今
後

も
一
層
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

社
会
経
済
環
境
の
変
容
へ
の
対
応
に
は
、
新

し
い
価
値
の
創
造
も
重
要
と
な
る
。
毎
月
開
催

の
双
方
向
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ

る
「
貴
志
川
線
運
営
委
員
会
」
を
今
後
も
継
続

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
柔
軟
な
発
想
を
期
待
で

き
る
若
者
な
ど
に
も
さ
ら
な
る
参
画
を
促
し
、

時
に
は
地
域
外
の
人
の
率
直
な
意
見
に
も
耳
を

傾
け
て
、
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
を
採
り
入
れ
て
い

く
こ
と
も
重
要
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
貴
志
川
線
の
価
値
の
理
解
者
を
広
く

国
内
外
へ
と
広
げ
る
努
力
も
重
要
で
あ
る
。
例

え
ば
貴
志
川
線
の
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値

は
、
香
港
のEGL tours

₁₁

※

な
ど
海
外
の
観
光

業
者
に
も
認
知
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ツ
ア
ー
の

連
続
的
な
誘
致
に
つ
な
が
っ
て
い
る
（
写
真
）。

こ
の
こ
と
は
貴
志
川
線
の
価
値
の
理
解
者
を
海

外
に
ま
で
広
げ
、
継
続
的
な
集
客
に
つ
な
げ
た

事
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。進

化
す
る
自
動
車
と
の
連
携
強
化
も
重
要
と

考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
近
い
将
来
、
道
路
の
安

全
性
の
向
上
や
、
小
回
り
の
利
く
電
動
超
小
型

車₁₂

※

の
普
及
に
よ
り
、
高
齢
者
な
ど
で
も
運
転
し

や
す
い
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
超
小
型
車
や
シ
ニ
ア
カ
ー
等

で
駅
ま
で
出
て
き
た
高
齢
者
等
を
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
整
っ
た
鉄
道
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
リ
レ
ー

す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
の
行
動
可
能
範

囲
を
よ
り
広
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
福
祉
の
向

上
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。「
鉄
道
VS
自
動
車
」

の
図
式
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
ず
、
進
化
す
る
道
路

や
自
動
車
と
連
携
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
の
が
近
未
来
の
地
方
鉄
道

の
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
、
公
共
交
通
な
ら
で
は
の
貢
献
を
追

求
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

が
社
会
的
排
除
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ク
ス
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
解
消
で
あ
る
。
自
家
用
車
を

比
較
的
自
由
に
利
用
で
き
る
人
は
、
運
転
免
許

を
持
ち
、
車
を
保
有
で
き
る
だ
け
の
経
済
的
条

件
の
下
に
あ
り
、
か
つ
運
転
に
支
障
の
無
い
身

体
的
能
力
を
有
す
る
人
等
に
限
定
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
自
動
車
利
用
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
下
で
は
、
子
ど
も
や
求
職
中
の
人
を
含

め
、
数
多
く
の
人
々
か
ら
社
会
参
加
の
自
由
が

奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
交
通
条
件
に
起
因
す

る
社
会
的
排
除
の
問
題
は
、
運
賃
さ
え
支
払
え

ば
誰
も
が
基
本
的
に
は
利
用
可
能
な
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
る
。
英
国

の
地
域
交
通
計
画
（
Ｌ
Ｔ
Ｐ₁₃

※

）
に
は
、「
公
共

交
通
で
30
分
以
内
に
通
院
で
き
る
人
の
割
合
を

○
％
に
高
め
る
」
と
い
っ
た
指
標
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
公
共
交
通
が
社
会
的
排

除
の
改
善
に
果
た
す
役
割
を
踏
ま
え
た
指
標
設

定
の
例
で
あ
る
。
自
動
車
が
い
く
ら
進
化
し
て

自
動
運
転
等
が
可
能
と
な
ろ
う
と
も
、
そ
の
保

有
に
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
限
り
、
社
会
的
包

摂
の
決
め
手
は
公
共
交
通
網
な
の
で
は
な
い

「小玉列車（たま電車）」を楽しむ中国からのツアー客
（伊太祈曽駅にて）
ホームに降り立った彼らはひとしきり写真撮影をしたあと、ローカル然とした
伊太祈曽駅舎をバックに写真を撮ったり、駅前の郵便ポストや民家の花壇を珍
しそうに眺めてから、観光バスで次の目的地へと出発した。日曜日のため、猫
の「二タマ」は不在であった。
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か
。
公
共
交
通
の
維
持
・
充
実
に
よ
る
社
会
的

排
除
の
解
消
は
、
人
々
の
健
康
増
進
や
介
護
予

防
、
地
域
の
活
力
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
も

あ
ろ
う
。

４
．
多
発
す
る
自
然
災
害
と
貴
志
川
線

和
歌
山
電
鐵
へ
の
継
承
か
ら
今
日
ま
で
の
間

に
、
わ
が
国
は
東
日
本
大
震
災
・
津
波
や
台
風

12
号
災
害
を
経
験
し
、
自
然
災
害
の
巨
大
な
リ

ス
ク
と
、
そ
れ
へ
の
備
え
の
必
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
。
地
方
鉄
道
の
命
運
を
左
右
し
か
ね
な

い
大
規
模
災
害
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の

巨
大
地
震
・
津
波
や
台
風
災
害
、
強
毒
性
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
想
定
さ
れ
得
る
。
大
規
模
自
然

災
害
に
備
え
、
施
設
・
設
備
の
耐
災
害
化
や
、

事
業
継
続
計
画
の
策
定
な
ど
の
対
策
を
地
域
一

丸
と
な
っ
て
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　

５
．
総
合
交
通
ま
ち
づ
く
り
計
画

　
　
の
策
定
に
よ
る
戦
略
的

　
　
取
り
組
み
の
推
進

和
歌
山
市
や
紀
の
川
市
で
は
、
貴
志
川

線
の
存
続
や
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

の
公
共
交
通
の
重
要
性
に
関
す
る
理
解
が

広
が
り
、
行
政
、
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き

た
。
和
歌
山
都
市
圏
交
通
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
（
素
案
）
や
、
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
（
貴
志
川
線
、
和
歌
山
徳
島

航
路
、
紀
の
川
市
の
３
本
）
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
（
六
十
谷
駅
周
辺
地
域
の
１

本
）
の
策
定
も
な
さ
れ
、
両
市
の
地
域
公
共
交

通
会
議
も
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、
貴

志
川
線
の
永
続
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
総
合

交
通
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
と
、
そ
の
下
で

の
戦
略
的
取
り
組
み
の
推
進
を
提
案
し
た
い
。

「
交
通
計
画
」
で
は
な
く
「
交
通
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
と
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
あ
る
べ
き

姿
の
実
現
に
向
け
た
交
通
面
か
ら
の
計
画
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
先
述
の

Ｌ
Ｔ
Ｐ
の
よ
う
に
、
市
民
参
画
の
下
、
公
共
交

通
、
道
路
、
資
産
管
理
、
福
祉
、
安
心
・
安

全
、
環
境
、
健
康
、
市
街
地
活
性
化
と
い
っ
た

政
策
領
域
を
統
合
し
た
総
合
交
通
計
画
を
つ
く

り
、
そ
こ
に
投
資
計
画
も
盛
り
込
ん
で
、
関
係

者
の
総
力
を
上
げ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中

で
継
続
的
に
改
善
し
て
い
け
れ
ば
理
想
的
で
あ

る
。
和
歌
山
市
に
は
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総

合
的
に
議
論
す
る
場
と
し
て
、
２
０
１
３
年
度

よ
り
公
共
交
通
政
策
審
議
会
が
新
設
さ
れ
る
。

こ
の
新
し
い
審
議
会
を
、
総
合
交
通
ま
ち
づ
く

り
の
場
へ
と
育
て
上
げ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

貴
志
川
線
を
は
じ
め
、
地
方
鉄
道
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
情
勢
は
、
今
後
大
き
く
、
さ
ま
ざ

ま
に
変
容
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中

に
お
い
て
、
地
方
鉄
道
が
末
永
く
存
続
で
き
る

か
否
か
は
、
沿
線
地
域
社
会
が
鉄
道
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
交
通
網
の
社
会
的
な
価
値
を
認
識

し
、
公
共
交
通
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
今
以
上
に
強
力
か
つ
戦
略
的
に
推
進

す
る
か
ど
う
か
や
、
地
域
社
会
の
期
待
を
受
け

た
事
業
者
の
奮
闘
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
国
の
支
援
拡
充
に
も
期
待
す
る
。

貴志川線「たま電車」車内の様子
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のように賢く美しくすこやかなまちである。
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あった。これらの存在効果の大きさは、2005 年（和歌山電鐵継承前）
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※ �12　超小型車は道路運送車両法上の「軽」と「原付」の中間に位置
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